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井手  広康

◆略歴
2 0 0 9年 3月 鳴門教育大学  学校教育学部  卒業
2 0 0 9年 4月 愛知県立衣台高等学校  教諭
2 0 1 8年 3月 愛知県立大学大学院  情報科学研究科

博士前期課程修了
2 0 1 9年 3月 愛知県立大学大学院  情報科学研究科

博士後期課程修了，博士（情報科学）
2 0 1 9年 4月 愛知県立小牧高等学校  教諭

自己紹介

博士（情報科学）

◆委員等
情報処理学会 会誌編集委員会（教育分野／EWG）委員
情報処理学会 論文誌教育とコンピュータ編集委員会 編集委員
情報処理学会 コンピュータと教育研究運営委員会 運営委員
情報処理学会 情報処理教育委員会 委員
情報処理学会 初等中等教育委員会 幹事
情報処理学会 情報科教員・研修委員会 副委員長
情報処理学会 ジュニア会員活性化委員会 委員
情報処理学会 ジョーシン2023実行委員会 実行委員長
情報処理学会 SSS2023実行委員会 実行委員
日本産業技術教育学会 理事
日本産業技術教育学会 実践事例書籍編集委員会 委員長
日本産業技術教育学会 技術科教員指導能力認定試験委員会 主査 
日本情報科教育学会 理事
日本情報科教育学会 情報科教育連携強化委員会 委員長
日本情報科教育学会 全国大会委員会 委員
日本情報科教育学会 東海・中部支部 副支部長
日本情報科教育学会 第16回全国大会実行委員会 委員
電子情報通信学会 情報入試WG 委員
情報オリンピック日本委員会 ジュニア部会 委員
全国高等学校情報教育研究会 第16回全国大会（東京大会）実行委員会
愛知県高等学校情報教育研究会 幹事（研究代表）
愛知県総合教育センター 県立高等学校教育課程課題研究（情報）研究員 
愛知県立大学 客員共同研究員 など

愛知県立小牧高等学校  情報科  教諭
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発表構成

【Ⅰ部】

情報科教育の
現状と課題

【Ⅱ部】

情報Ⅰ
研究報告
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分類 教育方針 実施年度 主な特徴 教科「情報」

第１期 経験主義教育 1947(S22) 教育基本法の成立 ―

第２期 系統主義教育
1963(S38) 知識の体系性・系統性を重視 ―

1973(S48) 教育内容の充実化→落ちこぼれ問題 ―

第３期 ゆとり教育

1982(S57) 学習内容を１割削減→個性を重視した教育 ―

1994(H06) 学習内容を更に１割削減 ―

2003(H15) 学習内容を更に３割削減，週休２日制 情報A，情報B，情報C

第４期 脱ゆとり教育
2013(H25) 授業時数の増加，理数教育の充実 社会と情報，情報の科学

2022(R04) アクティブラーニング，情報活用能力 情報Ⅰ，情報Ⅱ

高等学校学習指導要領の改訂
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高等学校情報科の変遷
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情報Ⅰの目標（高等学校学習指導要領）
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(1) 情報社会の問題解決
 情報やメディアの特性、問題の発見・解決、問題解決の振り返りと改善
 情報に関する法や制度、情報セキュリティの重要性、情報社会における個人の責任と情報モラル
 情報技術が人や社会に果たす役割と及ぼす影響、情報と情報技術の適切かつ効果的な活用、望ましい情報社会の構築

(2) コミュニケーションと情報デザイン
 情報のデジタル化、コミュニケーション手段の特徴、コミュニケーションツールの特徴
 情報デザインの役割、情報の抽象化・可視化・構造化、情報伝達の方法
 情報デザインの考え方を活かしたコミュニケーション、コンテンツ制作の過程、コンテンツの評価・改善

(3) コンピュータとプログラミング
 コンピュータの仕組み、計算誤差
 基本的プログラム、応用的プログラム、アルゴリズムの比較
 モデル化とシミュレーション、確定モデルと確率モデル、自然現象のモデル化とシミュレーション

(4) 情報通信ネットワークとデータの活用
 情報通信ネットワークの仕組みと役割、通信プロトコルとデータ通信、情報セキュ リティ
 データの蓄積と管理、データベース、情報システムとそのサービス、データの提供
 データの表現、データの収集と整理、データの分析と評価
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情報Ⅰの学習内容
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高等学校情報科と情報入試の流れ
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大学入学共通テストに関する動き

日付 発出所 項目 内容

2020年11月10日 大学入試センター 「情報」試作問題（検討用イメージ）

2021年3月24日 大学入試センター
出題教科・科目 「情報」が新設（1科目）

「情報」サンプル問題

2021年7月30日 文部科学省 実施大綱の予告 出題科目は「情報Ⅰ」

2021年9月29日 文部科学省 実施大綱の予告（補遺） 「情報Ⅰ」60分，経過措置

2022年11月9日 大学入試センター

出題教科・科目の出題方法等の予告 「情報Ⅰ」60分（100点）

問題作成の方向性

試作問題「情報Ⅰ」「旧情報（仮）」 問題構成，概要，言語表記

2023年6月2日 文部科学省 実施大綱 「情報Ⅰ」「旧情報」60分

2023年6月9日 大学入試センター 出題方法および問題作成方針

https://www.ipsj.or.jp/education/9faeag0000012a50-att/sanko2.pdf
https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=33&f=abm00000301.pdf&n=%E5%B9%B3%E6%88%9030%E5%B9%B4%E5%91%8A%E7%A4%BA%E9%AB%98%E7%AD%89%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E5%AD%A6%E7%BF%92%E6%8C%87%E5%B0%8E%E8%A6%81%E9%A0%98%E3%81%AB%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E3%81%97%E3%81%9F%E4%BB%A4%E5%92%8C%EF%BC%97%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%85%A5%E5%AD%A6%E5%85%B1%E9%80%9A%E3%83%86%E3%82%B9%E3%83%88%E3%81%8B%E3%82%89%E3%81%AE%E5%87%BA%E9%A1%8C%E6%95%99%E7%A7%91%E3%83%BB%E7%A7%91%E7%9B%AE%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6.pdf
https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=33&f=abm00000307.pdf&n=%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%97%E3%83%AB%E5%95%8F%E9%A1%8C%E3%80%8E%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%80%8F_%E5%95%8F%E9%A1%8C.pdf
https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=510&f=abm00003222.pdf&n=%E3%80%90%E5%88%A5%E6%B7%BB%EF%BC%91%E3%80%91%E4%BB%A4%E5%92%8C%EF%BC%97%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%85%A5%E5%AD%A6%E8%80%85%E9%81%B8%E6%8A%9C%E3%81%AB%E4%BF%82%E3%82%8B%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%85%A5%E5%AD%A6%E5%85%B1%E9%80%9A%E3%83%86%E3%82%B9%E3%83%88%E5%AE%9F%E6%96%BD%E5%A4%A7%E7%B6%B1%E3%81%AE%E4%BA%88%E5%91%8A%EF%BC%88%E4%BB%A4%E5%92%8C%EF%BC%93%E5%B9%B4%EF%BC%97%E6%9C%8830%E6%97%A5%E4%BB%98%E3%81%91%E6%96%87%E9%83%A8%E7%A7%91%E5%AD%A6%E7%9C%81%E9%AB%98%E7%AD%89%E6%95%99%E8%82%B2%E5%B1%80%E9%95%B7%E9%80%9A%E7%9F%A5%EF%BC%89%E3%81%AE%E5%88%A5%E7%B4%99%EF%BC%91.pdf
https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=510&f=abm00003223.pdf&n=%E3%80%90%E5%88%A5%E6%B7%BB%EF%BC%92%E3%80%91%E4%BB%A4%E5%92%8C%EF%BC%97%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%85%A5%E5%AD%A6%E8%80%85%E9%81%B8%E6%8A%9C%E3%81%AB%E4%BF%82%E3%82%8B%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%85%A5%E5%AD%A6%E5%85%B1%E9%80%9A%E3%83%86%E3%82%B9%E3%83%88%E5%AE%9F%E6%96%BD%E5%A4%A7%E7%B6%B1%E3%81%AE%E4%BA%88%E5%91%8A%EF%BC%88%E8%A3%9C%E9%81%BA%EF%BC%89%EF%BC%88%E4%BB%A4%E5%92%8C%EF%BC%93%E5%B9%B4%EF%BC%99%E6%9C%8829%E6%97%A5%E4%BB%98%E3%81%91%E6%96%87%E9%83%A8%E7%A7%91%E5%AD%A6%E7%9C%81%E9%AB%98%E7%AD%89%E6%95%99%E8%82%B2%E5%B1%80%E9%95%B7%E9%80%9A%E7%9F%A5%EF%BC%89%E3%81%AE%E5%88%A5%E7%B4%99%EF%BC%91.pdf
https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=33&f=abm00003201.pdf&n=%E4%BB%A4%E5%92%8C%EF%BC%97%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%85%A5%E5%AD%A6%E8%80%85%E9%81%B8%E6%8A%9C%E3%81%AB%E4%BF%82%E3%82%8B%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%85%A5%E5%AD%A6%E5%85%B1%E9%80%9A%E3%83%86%E3%82%B9%E3%83%88%E3%81%AE%E5%87%BA%E9%A1%8C%E6%95%99%E7%A7%91%E3%83%BB%E7%A7%91%E7%9B%AE%E3%81%AE%E5%87%BA%E9%A1%8C%E6%96%B9%E6%B3%95%E7%AD%89%E3%81%AE%E4%BA%88%E5%91%8A.pdf
https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r7ikou/r7mondai.html
https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=395&f=abm00003277.pdf&n=6-2-1_%E8%A9%A6%E4%BD%9C%E5%95%8F%E9%A1%8C%E3%80%8E%E6%83%85%E5%A0%B1%E2%85%A0%E3%80%8F%E2%80%BB%E4%BB%A4%E5%92%8C4%E5%B9%B412%E6%9C%8823%E6%97%A5%E4%B8%80%E9%83%A8%E4%BF%AE%E6%AD%A3.pdf
https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=395&f=abm00003278.pdf&n=6-2-3_%E8%A9%A6%E4%BD%9C%E5%95%8F%E9%A1%8C%E3%80%8E%E6%97%A7%E6%83%85%E5%A0%B1%EF%BC%88%E4%BB%AE%EF%BC%89%E3%80%8F%E2%80%BB%E4%BB%A4%E5%92%8C4%E5%B9%B412%E6%9C%8823%E6%97%A5%E4%B8%80%E9%83%A8%E4%BF%AE%E6%AD%A3.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/senbatsu/1346785.htm
https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=487&f=abm00003581.pdf&n=%E4%BB%A4%E5%92%8C%EF%BC%97%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%85%A5%E5%AD%A6%E8%80%85%E9%81%B8%E6%8A%9C%E3%81%AB%E4%BF%82%E3%82%8B%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%85%A5%E5%AD%A6%E5%85%B1%E9%80%9A%E3%83%86%E3%82%B9%E3%83%88%E5%95%8F%E9%A1%8C%E4%BD%9C%E6%88%90%E6%96%B9%E9%87%9D.pdf
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「情報Ⅰ」の扱いを公表している大学

【引用】河合塾の大学入試情報サイト「Kei-Net」，https://www.keinet.ne.jp/exam/2025/index.html（2023年6月14日）
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個別学力検査に「情報」を課す大学例
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個別学力検査に「情報」を課す大学例
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個別学力検査に「情報」を課す大学例



愛知県立小牧高等学校｜ A i c h i  P r e f e c t u r a l  K o m a k i  H i g h  S c h o o l

令和 5年度  情報学科・専攻協議会  総会・研究会 2 0 2 3年 7月 1 5日＠オンライン  

15

個別学力検査に「情報」を課す大学例
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情報科教員に対するアンケート調査

【引用】愛知県高等学校情報教育研究会総会および研究協議会における令和4・5年度のアンケート結果
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教員数と授業格差の問題

【引用】日本経済新聞：大学入試新設「情報」、教員足りない 16%正規免許なし，https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUE041Q20U2A101C2000000/（2022年11月8日）
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【引用】文部科学省：高等学校情報科担当教員の配置状況及び指導体制の充実に向けて（令和4年11月8日）

高等学校情報科担当教員の配置状況及び指導体制の充実に向けて
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高等学校情報科に関する特設ページ（文部科学省）

【引用】文部科学省：高等学校情報科に関する特設ページ，https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416746.htm
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「情報Ⅰ」教員研修用教材（文部科学省）

【引用】文部科学省：高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修用教材， https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416756.htm
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①Python編

②JavaScript編

③VBA編

④ドリトル編

⑤Swift編

「情報Ⅰ」教員研修用教材（文部科学省）
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「情報Ⅱ」教員研修用教材（文部科学省）

【引用】文部科学省：高等学校情報科「情報Ⅱ」教員研修用教材， https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00742.html
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「情報Ⅰ」授業・研修用コンテンツ（文部科学省）

【引用】文部科学省：「情報Ⅰ」授業・研修用コンテンツ， https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01832.html
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情報処理学会 高等学校情報科教員研修

【引用】情報処理学会：高等学校情報科教員研修，https://www.ipsj.or.jp/annai/committee/education/KENSHU2023.html
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発表構成

【Ⅰ部】

情報科教育の
現状と課題

【Ⅱ部】

情報Ⅰ
研究報告
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情報科教員に対するアンケート調査

【引用】愛知県高等学校情報教育研究会総会および研究協議会における令和4・5年度のアンケート結果
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2020年11月
試作問題（検討用イメージ）

2021年3月
サンプル問題

2022年11月
試作問題

試作問題とサンプル問題（大学入試センター）
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2020年11月10日「情報」試作問題（検討用イメージ）
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2021年3月24日「情報」サンプル問題
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2022年11月9日「情報」試作問題
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2021年1月実施 大学入学共通テスト「情報関係基礎」第２問

センター試験用手順記述標準言語（DNCL）
高等学校におけるアルゴリズムやプログラム

に関する教育では，採用されるプログラミング
言語は多様で，プログラミングの実習時間も異
なります。大学入試センターではこのような事
情を考慮し，「情報関係基礎」の出題にあたり，
従前から既存のプログラミング言語を用いずに，
「センター試験用手順記述標準言語」(DNCL) 
という独自のプログラミング言語を使用してき
ました。（大学入試センターHPより）

情報関係基礎に使用されるプログラミング言語
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情報関係基礎のDNCL 「情報」サンプル問題のDNCL

情報関係基礎とサンプル問題とのDNCLの比較
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 令和元年(2019) プログラミング教育における実行環境の比較

 令和２年(2020) プログラミング教育サービスによる授業実践

 令和３年(2021) 四つの言語によるプログラミング教育の比較

 令和４年(2022) マイコンボードを使用したプログラミング教育

 令和５年(2023) 言語選択式によるプログラミング教育の可能性

34

プログラミング分野に関する研究
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プログラミング分野に関する研究
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出版社 A社 B社 C社 D社 E社 F社

教科書 １ ２ １ ２ ３ ４ １ １ ２ １ ２ １

Python

JavaScript

VBA

Scratch

36

プログラミング教育における実行環境の比較
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プログラミング教育における実行環境の比較

Python JavaScript VBA Scratch
IDLE Visual Studio Code

Excel VBE Scratch

Jupyter Notebook Eclipse
Jupyter Lab Atom
Spyder Google Chrome
PyCharm Mozilla Firefox
Google Colaboratory PLAYCODE
Visual Studio Code JSFiddle
Eclipse Thimble
Atom Runstant
AWS Cloud9 Web Maker

： ：
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 授業に使用したPythonの実行環境（６種７通り）

38

クラス 実行環境 概要

１組 IDLE Pythonと同時にインストールされるツール

２組 Jupyter Lab① Jupyter Notebookの後継（Notebook環境で使用）

３組 Jupyter Lab② Jupyter Notebookの後継（TextFile環境で使用）

４組 Jupyter Notebook ノートブック形式のデータ分析用ツール

５組 Google Colaboratory Google社によるノートブック形式の実行環境

６組 Spyder Python専用の統合開発環境（IDE）

７組 Visual Studio Code Microsoft社によるソースコードエディタ

プログラミング教育における実行環境の比較
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IDLE Jupyter Lab Jupyter Notebook

Google Colaboratory Spyder Visual Studio Code

プログラミング教育における実行環境の比較
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 Pythonによるプログラミングの授業内容

40

授業回 項目 授業内容
１時間目 Pythonの概要 プログラミング言語とPython
２時間目 変数 変数の概要と操作
３時間目 データの型 数値の文字列の違い，キャスト
４時間目 条件分岐① if文（if-else）
５時間目 条件分岐② if文（if-elif-else）
６時間目 リスト リストの概要と操作
７時間目 繰り返し① for文（rangeによる繰り返し）
８時間目 繰り返し② for文（リストによる繰り返し）
９時間目 関数 関数の概要と操作，関数の定義
10時間目 総合演習 「ユークリッドの互除法」のプログラミング

プログラミング教育における実行環境の比較
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 事前／事後アンケート結果の比較①

41

プログラミング教育における実行環境の比較
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 事前／事後アンケート結果の比較②

42

プログラミング教育における実行環境の比較
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 事後アンケートの結果

プログラミング教育における実行環境の比較
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演繹的問題
A問題「プログラムの結果を記述する問題」

例：次のプログラムを実行すると何が表示され
るか？

帰納的問題
B問題「コードの一部を記述する問題」

例：「●●」と表示させるためには，次のプロ
グラムの空欄に何を入れれば良いか？

 確認テストの結果

プログラミング教育における実行環境の比較
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プログラミング教育における実行環境の比較
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 令和元年(2019) プログラミング教育における実行環境の比較

 令和２年(2020) プログラミング教育サービスによる授業実践

 令和３年(2021) 四つの言語によるプログラミング教育の比較

 令和４年(2022) マイコンボードを使用したプログラミング教育

 令和５年(2023) 言語選択式によるプログラミング教育の可能性

46

プログラミング分野に関する研究
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プログラミング教育サービスによる授業実践
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プログラミング教育サービスによる授業実践
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 令和２年(2020) プログラミング教育サービスによる授業実践
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 令和５年(2023) 言語選択式によるプログラミング教育の可能性
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プログラミング分野に関する研究
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 授業実践の流れ

50

「情報」サンプル問題（第２問）の解答

１組 ２組 ３組 ４組 ５組 ６組 ７組

プログラミング教育（全７回）

Python JavaScript VBA Scratch

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト

本校普通科１年279名「社会と情報」（令和３年度実施）

四つの言語によるプログラミング教育の比較
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クラス 人数 言語 実行環境

1組 40
Python GoogleColaboratory

2組 40

3組 40
JavaScript GoogleChrome

デベロッパーツール4組 40

5組 39
VBA ExcelVBE

6組 40

7組 40 Scratch オンライン版Scratch
(Scratch3.0)

四つの言語によるプログラミング教育の比較
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回 主な授業内容

①
変
数

②
イ
ン
ク
リ
メ
ン
ト

③
メ
ッ
セ
ー
ジ

④
異
な
る
デ
ー
タ
型
の

結
合

⑤
算
術
演
算
子

⑥
比
較
演
算
子

⑦
論
理
演
算
子

⑧
条
件
分
岐

（if

文
）

⑨
繰
り
返
し

（for

文
）

⑩
繰
り
返
し

（w
hile

文
）

⑪
入
れ
子
（
ネ
ス
ト
）

⑫
配
列
／
リ
ス
ト

⑬
関
数

１ 変数 ● ○ ○

２ 条件分岐（if文） ○ ○ ○ ○ ●

３ 繰り返し①（for文） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

４ 繰り返し②（while文） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

５ 配列／リスト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

６ 関数 ○ ○ ○ ○ ●

７ 総合演習（数当てゲーム） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

四つの言語によるプログラミング教育の比較
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(1) 変数：

(2) インクリメント：

(3) メッセージ：

(4) 異なるデータ型の結合：

 試作問題／サンプル問題に出題された13個の重要な要素

53

四つの言語によるプログラミング教育の比較
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(5) 算術演算子：

(6) 比較演算子：

(7) 論理演算子：

(8) 条件分岐(if文)：

(9) 繰り返し(for文)：

54

四つの言語によるプログラミング教育の比較
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(10) 繰り返し(while文)：

(11) 入れ子(ネスト)：

(12) 配列／リスト：

(13) 関数：

55

四つの言語によるプログラミング教育の比較
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 サンプル問題(第２問)における平均点と検定結果

57

Python Java
Script VBA Scratch

Python 1.00 0.867 0.849 0.900

Java
Script 0.867 1.000 0.312 0.463

VBA 0.849 0.312 1.000 0.900

Scratch 0.900 0.463 0.900 1.000

Steel-Dwass検定の結果

四つの言語によるプログラミング教育の比較



愛知県立小牧高等学校｜ A i c h i  P r e f e c t u r a l  K o m a k i  H i g h  S c h o o l

令和 5年度  情報学科・専攻協議会  総会・研究会 2 0 2 3年 7月 1 5日＠オンライン  

 サンプル問題(第２問)における難易度と検定結果

58

とても簡単 簡単 普通 難しい とても難しい

Python 1.3% 1.3% 2.5% 27.5% 67.5%
JavaScript 1.3% 0.0% 5.0% 26.3% 67.5%
VBA 1.3% 0.0% 7.6% 27.8% 63.3%
Scratch 2.5% 0.0% 0.0% 25.0% 72.5%
全体 1.4% 0.4% 4.3% 26.9% 67.0%
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言語 p値
（カイ二乗検定） H0 H1

Python 0.66 > 0.05 〇 ✕

Java
Script 0.98 > 0.05 〇 ✕

VBA 0.65 > 0.05 〇 ✕

Scratch 0.66 > 0.05 〇 ✕

※ 〇：採択， ✕：棄却

四つの言語によるプログラミング教育の比較
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 サンプル問題(第２問)における解答時間と検定結果

59

短い ちょうどよい 長い

Python 12.5% 65.0% 22.5%
JavaScript 16.3% 66.3% 17.5%
VBA 8.9% 77.2% 13.9%
Scratch 32.5% 52.5% 15.0%
全体 15.4% 67.0% 17.6%
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言語 p値
（カイ二乗検定） H0 H1

Python 0.45 > 0.05 〇 ✕

Java
Script 0.98 > 0.05 〇 ✕

VBA 0.13 > 0.05 〇 ✕

Scratch 0.01 < 0.05 ✕ 〇

※ 〇：採択， ✕：棄却

四つの言語によるプログラミング教育の比較
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 使用した授業プリント（４言語×７回）

Python(1,2組) JavaScript(3,4組) VBA(5,6組) Scratch(7組)

DNCL DNCL DNCL DNCLPython JavaScript VBA Scratch

四つの言語によるプログラミング教育の比較
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 事後アンケートの結果

61

授業プリントの左側と右側のプログラムでは，どちらのほうが分かりやすかったか？

左側：Python／JavaScript／VBA／Scratch
右側：DNCL

DNCL v2
52.5%

Python
47.5%

DNCL v2
71.3%

JavaScript
28.7%

DNCL v2
68.4%

VBA
31.6%

DNCL v2
15.0%

Scratch
85.0%

四つの言語によるプログラミング教育の比較
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 令和元年(2019) プログラミング教育における実行環境の比較

 令和２年(2020) プログラミング教育サービスによる授業実践

 令和３年(2021) 四つの言語によるプログラミング教育の比較

 令和４年(2022) マイコンボードを使用したプログラミング教育

 令和５年(2023) 言語選択式によるプログラミング教育の可能性

62

プログラミング分野に関する研究
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クラス
令和４年度（2022） 令和３年度（2021）

人数 言語 実行環境 人数 言語 実行環境

１組 40
micro:bit MakeCode

40
Python Google

Colaboratory２組 40 38

３組 40 40
JavaScript Google Chrome

デベロッパーツール４組 40 40

５組 39 40
VBA Excel VBE

６組 40 40

７組 40 40 Scratch Scratch

プログラミング言語と実行環境の比較
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回数 令和４年度（2022） 令和３年度（2021）

第１回 変数と代入 変数と代入

第２回 条件分岐 条件分岐

第３回 繰り返し①（for文） 繰り返し①（for文）

第４回 繰り返し②（while文） 繰り返し②（while文）

第５回 配列 配列

第６回 関数 関数

第７回 総合演習
（距離の計測）

総合演習（数当てゲーム）

第８回 サンプル問題（第2問）

プログラミングの授業内容の比較
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プログラミング演習プリント No.１～３（第１～３回目）

No.1「変数と代入」 No.２「条件分岐」 No.３「繰り返し(for文)」

DNCL
DNCL

DNCL

発展課題 発展課題 発展課題
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プログラミング演習プリント No.４～６（第４～６回目）

No.４「繰り返し(while文)」 No.５「配列」 No.６「関数」

DNCL DNCL

発展課題 発展課題
発展課題
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プログラミング演習プリント No.７（第７～８回目）

作成した計測ツール

No.７「総合演習（micro:bitを用いた高さの計測）」
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 ARCSモデル
• 1983年に米国のJohn M. Kellerが提唱
• 「学習者の動機付けを高める方法」をモデル化したもの
• 学習者のやる気を引き出す要素を４つに分類している
• 教育現場や企業の研修設計や教材開発などに利用される

69

ARCSモデルとARCS評価シート

注意
Attention

関連性
Relevance

自信
Confidence

満足感
Satisfaction
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①注意（Attention）
• 学習者の興味関心を引き、探究心を喚起する。マンネリを避け，学習者に「面白そうだ
なぁ」と思わせることである。

②関連性（Relevance）
• 学習の目標に対して親しみをもたせ，与えられた課題を受身的にこなすのでなく，学習者が
自分のものとして積極的に取り組めるようにする。目標に向かうプロセスを楽しめるように
し、学習者に「やりがいありそうだなぁ」と思わせることである。

③自信（Confidence）
• ゴールを明示し、成功の機会を与える，自分の努力によって成功したと思える教材にし，
「やればできそうだ」と思わせることである。

④満足感（Satisfaction）
• 学習の結果を無駄に終わらせない。目標に到達した学習者をほめて認める。公平な評価を行
い，「やってよかったなぁ」と思わせることである。

70

（引用）ダイヤモンド社：ARCS（アークス）モデルとは，https://jinzai.diamond.ne.jp/

ARCSモデルとARCS評価シート
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 ARCS評価シート
• ARCSモデルの枠組みを使用して授業や教材を評価するもの
• 先行研究でも教科情報の授業評価にARCS評価シートが使用されている

71

ARCSモデルとARCS評価シート

情報デザインの授業実践の評価プログラミング教育の授業実践の評価
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分類名 質問項目 Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb

A1 面白さ 面白かったか 3.71 3.63 3.91 3.88 3.93 1.01 0.99 0.98 1.08 1.02 4 5 2 3 1

A2 知覚的喚起 眠くならなかったか 3.49 3.63 3.85 3.75 4.09 1.17 1.36 1.19 1.26 1.13 5 4 2 3 1

A3 探究心の喚起 好奇心をそそられたか 3.46 3.21 3.52 3.35 3.61 1.04 1.06 1.11 1.11 1.05 3 5 2 4 1

A4 変化性 変化に富んでいたか 3.89 3.44 3.90 3.43 3.88 1.01 1.07 0.88 1.12 0.94 2 4 1 5 3

R1 やりがい やりがいがあったか 3.80 3.65 3.92 3.60 3.85 0.97 1.03 0.91 1.18 1.02 3 4 1 5 2

R2 親しみ易さ 自分に関係があったか 2.90 2.71 2.77 2.85 3.01 1.08 1.13 1.09 1.19 1.18 2 5 4 3 1

R3 動機との一致 身に付けたい内容だったか 3.41 3.29 3.46 3.25 3.46 1.16 1.21 1.02 1.26 1.16 3 4 1 5 2

R4 目的志向性 途中の過程が楽しかったか 3.75 3.54 3.82 3.78 3.86 1.07 1.17 1.02 1.06 0.96 4 5 2 3 1

C1 自己の信頼 自信がついたか 2.99 2.73 2.86 2.65 2.92 1.03 1.07 0.98 0.85 0.98 1 4 3 5 2

C2 学習要求 目標がはっきりしていたか 3.25 2.88 3.13 3.00 3.36 1.01 0.91 1.01 1.05 1.03 2 5 3 4 1

C3 成功の機会 学習を着実に進められたか 3.55 3.34 3.67 3.43 3.60 1.02 0.91 0.92 0.95 0.97 3 5 1 4 2

C4 ｺﾝﾄﾛｰﾙの個人化 自分なりの工夫ができたか 3.20 2.84 3.28 3.10 3.22 1.10 1.23 1.08 1.16 1.10 3 5 1 4 2

S1 達成感 やって良かったか 3.79 3.80 4.00 3.90 4.01 1.06 1.02 0.98 0.99 0.93 5 4 2 3 1

S2 自然な結果 すぐに使えそうか 3.30 3.11 3.49 3.15 3.39 1.09 1.10 0.95 1.13 1.13 3 5 1 4 2

S3 肯定的な結果 できたら認められたか 3.18 2.98 3.16 3.10 3.19 1.07 1.06 1.08 1.09 1.03 2 5 3 4 1

S4 公平さ 評価に一貫性があったか 3.98 3.83 3.96 3.80 3.91 0.92 0.89 0.91 0.93 0.92 1 4 2 5 3

2.9 4.6 1.9 4.0 1.6順位の平均

各分類での順位標準偏差評価項目

満

足

感

平均値

分類

注

意

関

連

性

自

信
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分類

番号 言語 Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb

Py 1.000 0.900 0.693 0.852 0.323 1.000 0.895 0.900 0.900 0.900 1.000 0.484 0.900 0.331 0.900 1.000 0.900 0.680 0.900 0.482

Js 0.900 1.000 0.352 0.590 0.066 0.895 1.000 0.425 0.900 0.463 0.484 1.000 0.869 0.900 0.523 0.900 1.000 0.673 0.900 0.472

Vb 0.693 0.352 1.000 0.900 0.900 0.900 0.425 1.000 0.596 0.900 0.900 0.869 1.000 0.664 0.900 0.680 0.673 1.000 0.900 0.900

Sc 0.852 0.590 0.900 1.000 0.900 0.900 0.900 0.596 1.000 0.679 0.331 0.900 0.664 1.000 0.410 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900

Mi 0.323 0.066 0.900 0.900 1.000 0.900 0.463 0.900 0.679 1.000 0.900 0.523 0.900 0.410 1.000 0.482 0.472 0.900 0.900 1.000

Py 1.000 0.900 0.264 0.761 0.001 1.000 0.652 0.716 0.900 0.900 1.000 0.095 0.900 0.613 0.900 1.000 0.895 0.806 0.844 0.900

Js 0.900 1.000 0.886 0.900 0.057 0.652 1.000 0.900 0.900 0.220 0.095 1.000 0.508 0.900 0.002 0.895 1.000 0.262 0.900 0.323

Vb 0.264 0.886 1.000 0.900 0.460 0.716 0.900 1.000 0.900 0.338 0.900 0.508 1.000 0.900 0.437 0.806 0.262 1.000 0.373 0.900

Sc 0.761 0.900 0.900 1.000 0.519 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900 0.613 0.900 0.900 1.000 0.242 0.844 0.900 0.373 1.000 0.554

Mi 0.001 0.057 0.460 0.519 1.000 0.900 0.220 0.338 0.900 1.000 0.900 0.002 0.437 0.242 1.000 0.900 0.323 0.900 0.554 1.000

Py 1.000 0.539 0.900 0.900 0.635 1.000 0.900 0.900 0.900 0.900 1.000 0.459 0.900 0.829 0.900 1.000 0.840 0.900 0.900 0.900

Js 0.539 1.000 0.357 0.900 0.016 0.900 1.000 0.886 0.900 0.733 0.459 1.000 0.123 0.900 0.075 0.840 1.000 0.900 0.900 0.560

Vb 0.900 0.357 1.000 0.884 0.900 0.900 0.886 1.000 0.890 0.900 0.900 0.123 1.000 0.504 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900 0.900

Sc 0.900 0.900 0.884 1.000 0.519 0.900 0.900 0.890 1.000 0.827 0.829 0.900 0.504 1.000 0.554 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900

Mi 0.635 0.016 0.900 0.519 1.000 0.900 0.733 0.900 0.827 1.000 0.900 0.075 0.900 0.554 1.000 0.900 0.560 0.900 0.900 1.000

Py 1.000 0.061 0.900 0.170 0.900 1.000 0.766 0.900 0.900 0.900 1.000 0.276 0.900 0.900 0.900 1.000 0.739 0.900 0.818 0.900

Js 0.061 1.000 0.039 0.900 0.009 0.766 1.000 0.576 0.852 0.235 0.276 1.000 0.192 0.885 0.115 0.739 1.000 0.853 0.900 0.891

Vb 0.900 0.039 1.000 0.122 0.900 0.900 0.576 1.000 0.900 0.900 0.900 0.192 1.000 0.876 0.900 0.900 0.853 1.000 0.900 0.900

Sc 0.170 0.900 0.122 1.000 0.076 0.900 0.852 0.900 1.000 0.900 0.900 0.885 0.876 1.000 0.900 0.818 0.900 0.900 1.000 0.900

Mi 0.900 0.009 0.900 0.076 1.000 0.900 0.235 0.900 0.900 1.000 0.900 0.115 0.900 0.900 1.000 0.900 0.891 0.900 0.900 1.000

満足感：Satisfaction自信：Confidence関連性：Relevance注意：Attention

1

2

3

4
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 A2「知覚的喚起」の比較
質問：眠たくなからなかったか？

74

ARCS評価シートの分析

Python JavaScript VBA Scratch micro:bit
5 26.3% 21.3% 34.2% 35.0% 33.3%
4 32.5% 36.3% 30.4% 30.0% 38.9%
3 28.8% 26.3% 30.4% 27.5% 17.8%
2 11.3% 16.3% 2.5% 2.5% 7.4%
1 1.3% 0.0% 2.5% 5.0% 2.6%
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分類

番号 言語 Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb

Py 1.000 0.900 0.693 0.852 0.323 1.000 0.895 0.900 0.900 0.900 1.000 0.484 0.900 0.331 0.900 1.000 0.900 0.680 0.900 0.482

Js 0.900 1.000 0.352 0.590 0.066 0.895 1.000 0.425 0.900 0.463 0.484 1.000 0.869 0.900 0.523 0.900 1.000 0.673 0.900 0.472

Vb 0.693 0.352 1.000 0.900 0.900 0.900 0.425 1.000 0.596 0.900 0.900 0.869 1.000 0.664 0.900 0.680 0.673 1.000 0.900 0.900

Sc 0.852 0.590 0.900 1.000 0.900 0.900 0.900 0.596 1.000 0.679 0.331 0.900 0.664 1.000 0.410 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900

Mi 0.323 0.066 0.900 0.900 1.000 0.900 0.463 0.900 0.679 1.000 0.900 0.523 0.900 0.410 1.000 0.482 0.472 0.900 0.900 1.000

Py 1.000 0.900 0.264 0.761 0.001 1.000 0.652 0.716 0.900 0.900 1.000 0.095 0.900 0.613 0.900 1.000 0.895 0.806 0.844 0.900

Js 0.900 1.000 0.886 0.900 0.057 0.652 1.000 0.900 0.900 0.220 0.095 1.000 0.508 0.900 0.002 0.895 1.000 0.262 0.900 0.323

Vb 0.264 0.886 1.000 0.900 0.460 0.716 0.900 1.000 0.900 0.338 0.900 0.508 1.000 0.900 0.437 0.806 0.262 1.000 0.373 0.900

Sc 0.761 0.900 0.900 1.000 0.519 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900 0.613 0.900 0.900 1.000 0.242 0.844 0.900 0.373 1.000 0.554

Mi 0.001 0.057 0.460 0.519 1.000 0.900 0.220 0.338 0.900 1.000 0.900 0.002 0.437 0.242 1.000 0.900 0.323 0.900 0.554 1.000

Py 1.000 0.539 0.900 0.900 0.635 1.000 0.900 0.900 0.900 0.900 1.000 0.459 0.900 0.829 0.900 1.000 0.840 0.900 0.900 0.900

Js 0.539 1.000 0.357 0.900 0.016 0.900 1.000 0.886 0.900 0.733 0.459 1.000 0.123 0.900 0.075 0.840 1.000 0.900 0.900 0.560

Vb 0.900 0.357 1.000 0.884 0.900 0.900 0.886 1.000 0.890 0.900 0.900 0.123 1.000 0.504 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900 0.900

Sc 0.900 0.900 0.884 1.000 0.519 0.900 0.900 0.890 1.000 0.827 0.829 0.900 0.504 1.000 0.554 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900

Mi 0.635 0.016 0.900 0.519 1.000 0.900 0.733 0.900 0.827 1.000 0.900 0.075 0.900 0.554 1.000 0.900 0.560 0.900 0.900 1.000

Py 1.000 0.061 0.900 0.170 0.900 1.000 0.766 0.900 0.900 0.900 1.000 0.276 0.900 0.900 0.900 1.000 0.739 0.900 0.818 0.900

Js 0.061 1.000 0.039 0.900 0.009 0.766 1.000 0.576 0.852 0.235 0.276 1.000 0.192 0.885 0.115 0.739 1.000 0.853 0.900 0.891

Vb 0.900 0.039 1.000 0.122 0.900 0.900 0.576 1.000 0.900 0.900 0.900 0.192 1.000 0.876 0.900 0.900 0.853 1.000 0.900 0.900

Sc 0.170 0.900 0.122 1.000 0.076 0.900 0.852 0.900 1.000 0.900 0.900 0.885 0.876 1.000 0.900 0.818 0.900 0.900 1.000 0.900

Mi 0.900 0.009 0.900 0.076 1.000 0.900 0.235 0.900 0.900 1.000 0.900 0.115 0.900 0.900 1.000 0.900 0.891 0.900 0.900 1.000

満足感：Satisfaction自信：Confidence関連性：Relevance注意：Attention

1

2

3

4

分類名 質問項目 Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb

A1 面白さ 面白かったか 3.71 3.63 3.91 3.88 3.93 1.01 0.99 0.98 1.08 1.02 4 5 2 3 1

A2 知覚的喚起 眠くならなかったか 3.49 3.63 3.85 3.75 4.09 1.17 1.36 1.19 1.26 1.13 5 4 2 3 1

A3 探究心の喚起 好奇心をそそられたか 3.46 3.21 3.52 3.35 3.61 1.04 1.06 1.11 1.11 1.05 3 5 2 4 1

A4 変化性 変化に富んでいたか 3.89 3.44 3.90 3.43 3.88 1.01 1.07 0.88 1.12 0.94 2 4 1 5 3

R1 やりがい やりがいがあったか 3.80 3.65 3.92 3.60 3.85 0.97 1.03 0.91 1.18 1.02 3 4 1 5 2

R2 親しみ易さ 自分に関係があったか 2.90 2.71 2.77 2.85 3.01 1.08 1.13 1.09 1.19 1.18 2 5 4 3 1

R3 動機との一致 身に付けたい内容だったか 3.41 3.29 3.46 3.25 3.46 1.16 1.21 1.02 1.26 1.16 3 4 1 5 2

R4 目的志向性 途中の過程が楽しかったか 3.75 3.54 3.82 3.78 3.86 1.07 1.17 1.02 1.06 0.96 4 5 2 3 1

C1 自己の信頼 自信がついたか 2.99 2.73 2.86 2.65 2.92 1.03 1.07 0.98 0.85 0.98 1 4 3 5 2

C2 学習要求 目標がはっきりしていたか 3.25 2.88 3.13 3.00 3.36 1.01 0.91 1.01 1.05 1.03 2 5 3 4 1

C3 成功の機会 学習を着実に進められたか 3.55 3.34 3.67 3.43 3.60 1.02 0.91 0.92 0.95 0.97 3 5 1 4 2

C4 ｺﾝﾄﾛｰﾙの個人化 自分なりの工夫ができたか 3.20 2.84 3.28 3.10 3.22 1.10 1.23 1.08 1.16 1.10 3 5 1 4 2

S1 達成感 やって良かったか 3.79 3.80 4.00 3.90 4.01 1.06 1.02 0.98 0.99 0.93 5 4 2 3 1

S2 自然な結果 すぐに使えそうか 3.30 3.11 3.49 3.15 3.39 1.09 1.10 0.95 1.13 1.13 3 5 1 4 2

S3 肯定的な結果 できたら認められたか 3.18 2.98 3.16 3.10 3.19 1.07 1.06 1.08 1.09 1.03 2 5 3 4 1

S4 公平さ 評価に一貫性があったか 3.98 3.83 3.96 3.80 3.91 0.92 0.89 0.91 0.93 0.92 1 4 2 5 3

2.9 4.6 1.9 4.0 1.6順位の平均

各分類での順位標準偏差評価項目

満
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感
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 A3「探究心の喚起」の比較
質問：好奇心をそそられたか？
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ARCS評価シートの分析
分類

番号 言語 Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb

Py 1.000 0.900 0.693 0.852 0.323 1.000 0.895 0.900 0.900 0.900 1.000 0.484 0.900 0.331 0.900 1.000 0.900 0.680 0.900 0.482

Js 0.900 1.000 0.352 0.590 0.066 0.895 1.000 0.425 0.900 0.463 0.484 1.000 0.869 0.900 0.523 0.900 1.000 0.673 0.900 0.472

Vb 0.693 0.352 1.000 0.900 0.900 0.900 0.425 1.000 0.596 0.900 0.900 0.869 1.000 0.664 0.900 0.680 0.673 1.000 0.900 0.900

Sc 0.852 0.590 0.900 1.000 0.900 0.900 0.900 0.596 1.000 0.679 0.331 0.900 0.664 1.000 0.410 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900

Mi 0.323 0.066 0.900 0.900 1.000 0.900 0.463 0.900 0.679 1.000 0.900 0.523 0.900 0.410 1.000 0.482 0.472 0.900 0.900 1.000

Py 1.000 0.900 0.264 0.761 0.001 1.000 0.652 0.716 0.900 0.900 1.000 0.095 0.900 0.613 0.900 1.000 0.895 0.806 0.844 0.900

Js 0.900 1.000 0.886 0.900 0.057 0.652 1.000 0.900 0.900 0.220 0.095 1.000 0.508 0.900 0.002 0.895 1.000 0.262 0.900 0.323

Vb 0.264 0.886 1.000 0.900 0.460 0.716 0.900 1.000 0.900 0.338 0.900 0.508 1.000 0.900 0.437 0.806 0.262 1.000 0.373 0.900

Sc 0.761 0.900 0.900 1.000 0.519 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900 0.613 0.900 0.900 1.000 0.242 0.844 0.900 0.373 1.000 0.554

Mi 0.001 0.057 0.460 0.519 1.000 0.900 0.220 0.338 0.900 1.000 0.900 0.002 0.437 0.242 1.000 0.900 0.323 0.900 0.554 1.000

Py 1.000 0.539 0.900 0.900 0.635 1.000 0.900 0.900 0.900 0.900 1.000 0.459 0.900 0.829 0.900 1.000 0.840 0.900 0.900 0.900

Js 0.539 1.000 0.357 0.900 0.016 0.900 1.000 0.886 0.900 0.733 0.459 1.000 0.123 0.900 0.075 0.840 1.000 0.900 0.900 0.560

Vb 0.900 0.357 1.000 0.884 0.900 0.900 0.886 1.000 0.890 0.900 0.900 0.123 1.000 0.504 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900 0.900

Sc 0.900 0.900 0.884 1.000 0.519 0.900 0.900 0.890 1.000 0.827 0.829 0.900 0.504 1.000 0.554 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900

Mi 0.635 0.016 0.900 0.519 1.000 0.900 0.733 0.900 0.827 1.000 0.900 0.075 0.900 0.554 1.000 0.900 0.560 0.900 0.900 1.000

Py 1.000 0.061 0.900 0.170 0.900 1.000 0.766 0.900 0.900 0.900 1.000 0.276 0.900 0.900 0.900 1.000 0.739 0.900 0.818 0.900

Js 0.061 1.000 0.039 0.900 0.009 0.766 1.000 0.576 0.852 0.235 0.276 1.000 0.192 0.885 0.115 0.739 1.000 0.853 0.900 0.891

Vb 0.900 0.039 1.000 0.122 0.900 0.900 0.576 1.000 0.900 0.900 0.900 0.192 1.000 0.876 0.900 0.900 0.853 1.000 0.900 0.900

Sc 0.170 0.900 0.122 1.000 0.076 0.900 0.852 0.900 1.000 0.900 0.900 0.885 0.876 1.000 0.900 0.818 0.900 0.900 1.000 0.900

Mi 0.900 0.009 0.900 0.076 1.000 0.900 0.235 0.900 0.900 1.000 0.900 0.115 0.900 0.900 1.000 0.900 0.891 0.900 0.900 1.000

満足感：Satisfaction自信：Confidence関連性：Relevance注意：Attention

1

2

3

4

分類名 質問項目 Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb

A1 面白さ 面白かったか 3.71 3.63 3.91 3.88 3.93 1.01 0.99 0.98 1.08 1.02 4 5 2 3 1

A2 知覚的喚起 眠くならなかったか 3.49 3.63 3.85 3.75 4.09 1.17 1.36 1.19 1.26 1.13 5 4 2 3 1

A3 探究心の喚起 好奇心をそそられたか 3.46 3.21 3.52 3.35 3.61 1.04 1.06 1.11 1.11 1.05 3 5 2 4 1

A4 変化性 変化に富んでいたか 3.89 3.44 3.90 3.43 3.88 1.01 1.07 0.88 1.12 0.94 2 4 1 5 3

R1 やりがい やりがいがあったか 3.80 3.65 3.92 3.60 3.85 0.97 1.03 0.91 1.18 1.02 3 4 1 5 2

R2 親しみ易さ 自分に関係があったか 2.90 2.71 2.77 2.85 3.01 1.08 1.13 1.09 1.19 1.18 2 5 4 3 1

R3 動機との一致 身に付けたい内容だったか 3.41 3.29 3.46 3.25 3.46 1.16 1.21 1.02 1.26 1.16 3 4 1 5 2

R4 目的志向性 途中の過程が楽しかったか 3.75 3.54 3.82 3.78 3.86 1.07 1.17 1.02 1.06 0.96 4 5 2 3 1

C1 自己の信頼 自信がついたか 2.99 2.73 2.86 2.65 2.92 1.03 1.07 0.98 0.85 0.98 1 4 3 5 2

C2 学習要求 目標がはっきりしていたか 3.25 2.88 3.13 3.00 3.36 1.01 0.91 1.01 1.05 1.03 2 5 3 4 1

C3 成功の機会 学習を着実に進められたか 3.55 3.34 3.67 3.43 3.60 1.02 0.91 0.92 0.95 0.97 3 5 1 4 2

C4 ｺﾝﾄﾛｰﾙの個人化 自分なりの工夫ができたか 3.20 2.84 3.28 3.10 3.22 1.10 1.23 1.08 1.16 1.10 3 5 1 4 2

S1 達成感 やって良かったか 3.79 3.80 4.00 3.90 4.01 1.06 1.02 0.98 0.99 0.93 5 4 2 3 1

S2 自然な結果 すぐに使えそうか 3.30 3.11 3.49 3.15 3.39 1.09 1.10 0.95 1.13 1.13 3 5 1 4 2

S3 肯定的な結果 できたら認められたか 3.18 2.98 3.16 3.10 3.19 1.07 1.06 1.08 1.09 1.03 2 5 3 4 1

S4 公平さ 評価に一貫性があったか 3.98 3.83 3.96 3.80 3.91 0.92 0.89 0.91 0.93 0.92 1 4 2 5 3

2.9 4.6 1.9 4.0 1.6順位の平均

各分類での順位標準偏差評価項目
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質問：変化に富んでいたか？
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ARCS評価シートの分析
分類

番号 言語 Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb

Py 1.000 0.900 0.693 0.852 0.323 1.000 0.895 0.900 0.900 0.900 1.000 0.484 0.900 0.331 0.900 1.000 0.900 0.680 0.900 0.482

Js 0.900 1.000 0.352 0.590 0.066 0.895 1.000 0.425 0.900 0.463 0.484 1.000 0.869 0.900 0.523 0.900 1.000 0.673 0.900 0.472

Vb 0.693 0.352 1.000 0.900 0.900 0.900 0.425 1.000 0.596 0.900 0.900 0.869 1.000 0.664 0.900 0.680 0.673 1.000 0.900 0.900

Sc 0.852 0.590 0.900 1.000 0.900 0.900 0.900 0.596 1.000 0.679 0.331 0.900 0.664 1.000 0.410 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900

Mi 0.323 0.066 0.900 0.900 1.000 0.900 0.463 0.900 0.679 1.000 0.900 0.523 0.900 0.410 1.000 0.482 0.472 0.900 0.900 1.000

Py 1.000 0.900 0.264 0.761 0.001 1.000 0.652 0.716 0.900 0.900 1.000 0.095 0.900 0.613 0.900 1.000 0.895 0.806 0.844 0.900

Js 0.900 1.000 0.886 0.900 0.057 0.652 1.000 0.900 0.900 0.220 0.095 1.000 0.508 0.900 0.002 0.895 1.000 0.262 0.900 0.323

Vb 0.264 0.886 1.000 0.900 0.460 0.716 0.900 1.000 0.900 0.338 0.900 0.508 1.000 0.900 0.437 0.806 0.262 1.000 0.373 0.900

Sc 0.761 0.900 0.900 1.000 0.519 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900 0.613 0.900 0.900 1.000 0.242 0.844 0.900 0.373 1.000 0.554

Mi 0.001 0.057 0.460 0.519 1.000 0.900 0.220 0.338 0.900 1.000 0.900 0.002 0.437 0.242 1.000 0.900 0.323 0.900 0.554 1.000

Py 1.000 0.539 0.900 0.900 0.635 1.000 0.900 0.900 0.900 0.900 1.000 0.459 0.900 0.829 0.900 1.000 0.840 0.900 0.900 0.900

Js 0.539 1.000 0.357 0.900 0.016 0.900 1.000 0.886 0.900 0.733 0.459 1.000 0.123 0.900 0.075 0.840 1.000 0.900 0.900 0.560

Vb 0.900 0.357 1.000 0.884 0.900 0.900 0.886 1.000 0.890 0.900 0.900 0.123 1.000 0.504 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900 0.900

Sc 0.900 0.900 0.884 1.000 0.519 0.900 0.900 0.890 1.000 0.827 0.829 0.900 0.504 1.000 0.554 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900

Mi 0.635 0.016 0.900 0.519 1.000 0.900 0.733 0.900 0.827 1.000 0.900 0.075 0.900 0.554 1.000 0.900 0.560 0.900 0.900 1.000

Py 1.000 0.061 0.900 0.170 0.900 1.000 0.766 0.900 0.900 0.900 1.000 0.276 0.900 0.900 0.900 1.000 0.739 0.900 0.818 0.900

Js 0.061 1.000 0.039 0.900 0.009 0.766 1.000 0.576 0.852 0.235 0.276 1.000 0.192 0.885 0.115 0.739 1.000 0.853 0.900 0.891

Vb 0.900 0.039 1.000 0.122 0.900 0.900 0.576 1.000 0.900 0.900 0.900 0.192 1.000 0.876 0.900 0.900 0.853 1.000 0.900 0.900

Sc 0.170 0.900 0.122 1.000 0.076 0.900 0.852 0.900 1.000 0.900 0.900 0.885 0.876 1.000 0.900 0.818 0.900 0.900 1.000 0.900

Mi 0.900 0.009 0.900 0.076 1.000 0.900 0.235 0.900 0.900 1.000 0.900 0.115 0.900 0.900 1.000 0.900 0.891 0.900 0.900 1.000

満足感：Satisfaction自信：Confidence関連性：Relevance注意：Attention

1

2

3

4

分類名 質問項目 Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb

A1 面白さ 面白かったか 3.71 3.63 3.91 3.88 3.93 1.01 0.99 0.98 1.08 1.02 4 5 2 3 1

A2 知覚的喚起 眠くならなかったか 3.49 3.63 3.85 3.75 4.09 1.17 1.36 1.19 1.26 1.13 5 4 2 3 1

A3 探究心の喚起 好奇心をそそられたか 3.46 3.21 3.52 3.35 3.61 1.04 1.06 1.11 1.11 1.05 3 5 2 4 1

A4 変化性 変化に富んでいたか 3.89 3.44 3.90 3.43 3.88 1.01 1.07 0.88 1.12 0.94 2 4 1 5 3

R1 やりがい やりがいがあったか 3.80 3.65 3.92 3.60 3.85 0.97 1.03 0.91 1.18 1.02 3 4 1 5 2

R2 親しみ易さ 自分に関係があったか 2.90 2.71 2.77 2.85 3.01 1.08 1.13 1.09 1.19 1.18 2 5 4 3 1

R3 動機との一致 身に付けたい内容だったか 3.41 3.29 3.46 3.25 3.46 1.16 1.21 1.02 1.26 1.16 3 4 1 5 2

R4 目的志向性 途中の過程が楽しかったか 3.75 3.54 3.82 3.78 3.86 1.07 1.17 1.02 1.06 0.96 4 5 2 3 1

C1 自己の信頼 自信がついたか 2.99 2.73 2.86 2.65 2.92 1.03 1.07 0.98 0.85 0.98 1 4 3 5 2

C2 学習要求 目標がはっきりしていたか 3.25 2.88 3.13 3.00 3.36 1.01 0.91 1.01 1.05 1.03 2 5 3 4 1

C3 成功の機会 学習を着実に進められたか 3.55 3.34 3.67 3.43 3.60 1.02 0.91 0.92 0.95 0.97 3 5 1 4 2

C4 ｺﾝﾄﾛｰﾙの個人化 自分なりの工夫ができたか 3.20 2.84 3.28 3.10 3.22 1.10 1.23 1.08 1.16 1.10 3 5 1 4 2

S1 達成感 やって良かったか 3.79 3.80 4.00 3.90 4.01 1.06 1.02 0.98 0.99 0.93 5 4 2 3 1

S2 自然な結果 すぐに使えそうか 3.30 3.11 3.49 3.15 3.39 1.09 1.10 0.95 1.13 1.13 3 5 1 4 2

S3 肯定的な結果 できたら認められたか 3.18 2.98 3.16 3.10 3.19 1.07 1.06 1.08 1.09 1.03 2 5 3 4 1

S4 公平さ 評価に一貫性があったか 3.98 3.83 3.96 3.80 3.91 0.92 0.89 0.91 0.93 0.92 1 4 2 5 3

2.9 4.6 1.9 4.0 1.6順位の平均

各分類での順位標準偏差評価項目
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 C2「学習要求」の比較
質問：目標がはっきりしていたか？
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ARCS評価シートの分析
分類

番号 言語 Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb

Py 1.000 0.900 0.693 0.852 0.323 1.000 0.895 0.900 0.900 0.900 1.000 0.484 0.900 0.331 0.900 1.000 0.900 0.680 0.900 0.482

Js 0.900 1.000 0.352 0.590 0.066 0.895 1.000 0.425 0.900 0.463 0.484 1.000 0.869 0.900 0.523 0.900 1.000 0.673 0.900 0.472

Vb 0.693 0.352 1.000 0.900 0.900 0.900 0.425 1.000 0.596 0.900 0.900 0.869 1.000 0.664 0.900 0.680 0.673 1.000 0.900 0.900

Sc 0.852 0.590 0.900 1.000 0.900 0.900 0.900 0.596 1.000 0.679 0.331 0.900 0.664 1.000 0.410 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900

Mi 0.323 0.066 0.900 0.900 1.000 0.900 0.463 0.900 0.679 1.000 0.900 0.523 0.900 0.410 1.000 0.482 0.472 0.900 0.900 1.000

Py 1.000 0.900 0.264 0.761 0.001 1.000 0.652 0.716 0.900 0.900 1.000 0.095 0.900 0.613 0.900 1.000 0.895 0.806 0.844 0.900

Js 0.900 1.000 0.886 0.900 0.057 0.652 1.000 0.900 0.900 0.220 0.095 1.000 0.508 0.900 0.002 0.895 1.000 0.262 0.900 0.323

Vb 0.264 0.886 1.000 0.900 0.460 0.716 0.900 1.000 0.900 0.338 0.900 0.508 1.000 0.900 0.437 0.806 0.262 1.000 0.373 0.900

Sc 0.761 0.900 0.900 1.000 0.519 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900 0.613 0.900 0.900 1.000 0.242 0.844 0.900 0.373 1.000 0.554

Mi 0.001 0.057 0.460 0.519 1.000 0.900 0.220 0.338 0.900 1.000 0.900 0.002 0.437 0.242 1.000 0.900 0.323 0.900 0.554 1.000

Py 1.000 0.539 0.900 0.900 0.635 1.000 0.900 0.900 0.900 0.900 1.000 0.459 0.900 0.829 0.900 1.000 0.840 0.900 0.900 0.900

Js 0.539 1.000 0.357 0.900 0.016 0.900 1.000 0.886 0.900 0.733 0.459 1.000 0.123 0.900 0.075 0.840 1.000 0.900 0.900 0.560

Vb 0.900 0.357 1.000 0.884 0.900 0.900 0.886 1.000 0.890 0.900 0.900 0.123 1.000 0.504 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900 0.900

Sc 0.900 0.900 0.884 1.000 0.519 0.900 0.900 0.890 1.000 0.827 0.829 0.900 0.504 1.000 0.554 0.900 0.900 0.900 1.000 0.900

Mi 0.635 0.016 0.900 0.519 1.000 0.900 0.733 0.900 0.827 1.000 0.900 0.075 0.900 0.554 1.000 0.900 0.560 0.900 0.900 1.000

Py 1.000 0.061 0.900 0.170 0.900 1.000 0.766 0.900 0.900 0.900 1.000 0.276 0.900 0.900 0.900 1.000 0.739 0.900 0.818 0.900

Js 0.061 1.000 0.039 0.900 0.009 0.766 1.000 0.576 0.852 0.235 0.276 1.000 0.192 0.885 0.115 0.739 1.000 0.853 0.900 0.891

Vb 0.900 0.039 1.000 0.122 0.900 0.900 0.576 1.000 0.900 0.900 0.900 0.192 1.000 0.876 0.900 0.900 0.853 1.000 0.900 0.900

Sc 0.170 0.900 0.122 1.000 0.076 0.900 0.852 0.900 1.000 0.900 0.900 0.885 0.876 1.000 0.900 0.818 0.900 0.900 1.000 0.900

Mi 0.900 0.009 0.900 0.076 1.000 0.900 0.235 0.900 0.900 1.000 0.900 0.115 0.900 0.900 1.000 0.900 0.891 0.900 0.900 1.000

満足感：Satisfaction自信：Confidence関連性：Relevance注意：Attention

1

2

3

4

分類名 質問項目 Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb Py Js Vb Sc Mb

A1 面白さ 面白かったか 3.71 3.63 3.91 3.88 3.93 1.01 0.99 0.98 1.08 1.02 4 5 2 3 1

A2 知覚的喚起 眠くならなかったか 3.49 3.63 3.85 3.75 4.09 1.17 1.36 1.19 1.26 1.13 5 4 2 3 1

A3 探究心の喚起 好奇心をそそられたか 3.46 3.21 3.52 3.35 3.61 1.04 1.06 1.11 1.11 1.05 3 5 2 4 1

A4 変化性 変化に富んでいたか 3.89 3.44 3.90 3.43 3.88 1.01 1.07 0.88 1.12 0.94 2 4 1 5 3

R1 やりがい やりがいがあったか 3.80 3.65 3.92 3.60 3.85 0.97 1.03 0.91 1.18 1.02 3 4 1 5 2

R2 親しみ易さ 自分に関係があったか 2.90 2.71 2.77 2.85 3.01 1.08 1.13 1.09 1.19 1.18 2 5 4 3 1

R3 動機との一致 身に付けたい内容だったか 3.41 3.29 3.46 3.25 3.46 1.16 1.21 1.02 1.26 1.16 3 4 1 5 2

R4 目的志向性 途中の過程が楽しかったか 3.75 3.54 3.82 3.78 3.86 1.07 1.17 1.02 1.06 0.96 4 5 2 3 1

C1 自己の信頼 自信がついたか 2.99 2.73 2.86 2.65 2.92 1.03 1.07 0.98 0.85 0.98 1 4 3 5 2

C2 学習要求 目標がはっきりしていたか 3.25 2.88 3.13 3.00 3.36 1.01 0.91 1.01 1.05 1.03 2 5 3 4 1

C3 成功の機会 学習を着実に進められたか 3.55 3.34 3.67 3.43 3.60 1.02 0.91 0.92 0.95 0.97 3 5 1 4 2

C4 ｺﾝﾄﾛｰﾙの個人化 自分なりの工夫ができたか 3.20 2.84 3.28 3.10 3.22 1.10 1.23 1.08 1.16 1.10 3 5 1 4 2

S1 達成感 やって良かったか 3.79 3.80 4.00 3.90 4.01 1.06 1.02 0.98 0.99 0.93 5 4 2 3 1

S2 自然な結果 すぐに使えそうか 3.30 3.11 3.49 3.15 3.39 1.09 1.10 0.95 1.13 1.13 3 5 1 4 2

S3 肯定的な結果 できたら認められたか 3.18 2.98 3.16 3.10 3.19 1.07 1.06 1.08 1.09 1.03 2 5 3 4 1

S4 公平さ 評価に一貫性があったか 3.98 3.83 3.96 3.80 3.91 0.92 0.89 0.91 0.93 0.92 1 4 2 5 3

2.9 4.6 1.9 4.0 1.6順位の平均

各分類での順位標準偏差評価項目

満

足

感

平均値

分類

注

意

関

連

性

自

信
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プログラミングの授業は楽しかったですか？

2021 2022
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プログラミングに対してどのようなイメージをもっていますか？

2021 2022
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DNCL
47.5%

DNCL
71.3%

DNCL
68.4%

DNCL
15.0%

Python
52.5%

JavaScript
28.7%

VBA
31.6%

Scratch
85.0%

micro:bit
91.9%

DNCL
8.1%

分かりやすかった方のプログラミング言語はどちらですか？

Python VS DNCL
(2021, n=80)

JavaScript VS DNCL
(2021, n=80)

VBA VS DNCL
(2021, n=79)

Scratch VS DNCL
(2021, n=40)

micro:bit VS DNCL
(2022, n=270)

テキスト型プログラミング言語 ブロック型プログラミング言語
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 令和元年(2019) プログラミング教育における実行環境の比較

 令和２年(2020) プログラミング教育サービスによる授業実践

 令和３年(2021) 四つの言語によるプログラミング教育の比較

 令和４年(2022) マイコンボードを使用したプログラミング教育

 令和５年(2023) 言語選択式によるプログラミング教育の可能性

81

プログラミング分野に関する研究
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言語選択式によるプログラミング教育の可能性

言語択一式 言語選択式

教員がプログラミング言語を選択 生徒がプログラミング言語を選択
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1組
38名

2組
39名

3組
40名

4組
39名

5組
40名

6組
40名

7組
40名

全体

276名
Python 55.3% 51.3% 25.0% 41.0% 45.0% 17.5% 50.0% 40.6%
JavaScript 13.2% 10.3% 2.5% 5.1% 15.0% 5.0% 7.5% 8.3%
VBA 13.2% 30.8% 20.0% 51.3% 12.5% 55.0% 32.5% 30.8%
Scratch 18.4% 7.7% 52.5% 2.6% 27.5% 22.5% 10.0% 20.3%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

言語選択式によるプログラミング教育の可能性

クラスごとのプログラミング言語の選択の割合
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言語選択式によるプログラミング教育の可能性

生徒の進路希望ごとの選択したプログラミング言語の割合（A：情報系，B：情報系以外）

大学Ａ

20名
大学Ｂ

161名
短期大学

11名
専門学校Ａ

2名
専門学校Ｂ

79名
就職

3名
全体

276名
Python 25.0% 46.0% 54.5% 0.0% 34.2% 0.0% 40.6%
JavaScript 40.0% 5.0% 0.0% 0.0% 8.9% 0.0% 8.3%
VBA 35.0% 32.9% 18.2% 50.0% 25.3% 66.7% 30.8%
Scratch 0.0% 16.1% 27.3% 50.0% 31.6% 33.3% 20.3%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%
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言語選択式によるプログラミング教育の可能性

生徒の得意な教科ごとの選択したプログラミング言語の割合

国語

35名
数学

54名
社会

45名
理科

16名
英語

32名
保体

66名
音／美

26名
情報

2名
全体

276名
Python 34.3% 42.6% 44.4% 37.5% 25.0% 47.0% 46.2% 0.0% 40.6%
JavaScript 5.7% 13.0% 4.4% 12.5% 15.6% 0.0% 11.5% 100.0% 8.3%
VBA 34.3% 29.6% 31.1% 31.3% 34.4% 33.3% 19.2% 0.0% 30.8%
Scratch 25.7% 14.8% 20.0% 18.8% 25.0% 19.7% 23.1% 0.0% 20.3%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%
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言語選択式によるプログラミング教育の可能性

小学校におけるプログラミング教育の有無

経験あり

40.2%

経験なし

59.8% 経験あり

111名
経験なし

165名
全体

276名
Python 41.4% 40.0% 40.6%
JavaScript 14.4% 4.2% 8.3%
VBA 24.3% 35.2% 30.8%
Scratch 19.8% 20.6% 20.3%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%
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言語選択式によるプログラミング教育の可能性

中学校におけるプログラミング教育の有無

経験あり

85.1%

経験なし

14.9%

経験あり

235名
経験なし

41名
全体

276名
Python 40.9% 39.0% 40.6%
JavaScript 8.1% 9.8% 8.3%
VBA 31.9% 24.4% 30.8%
Scratch 19.1% 26.8% 20.3%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%
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言語選択式によるプログラミング教育の可能性

生徒のプログラミングに対するイメージごとの選択したプログラミング言語の割合

とても

易しい

1.1%易しい

8.0%

難しい

61.2%

とても

難しい

29.7%

とても

易しい
易しい 難しい

とても

難しい
合計

Python 66.7% 36.4% 47.9% 25.6% 40.6%
JavaScript 0.0% 18.2% 8.3% 6.1% 8.3%
VBA 0.0% 31.8% 27.2% 39.0% 30.8%
Scratch 33.3% 13.6% 16.6% 29.3% 20.3%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%
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言語選択式によるプログラミング教育の可能性

生徒のプログラミングに対する気持ちごとの選択したプログラミング言語の割合

とても

楽しみ

21.0%

やや楽しみ

58.7%

あまり楽し

みではない

17.8%

全く楽しみ

ではない

2.5%

とても

楽しみ

やや

楽しみ

あまり

楽しみ

ではない

全く

楽しみ

ではない

合計

Python 37.9% 45.7% 26.5% 42.9% 40.6%
JavaScript 22.4% 5.6% 2.0% 0.0% 8.3%
VBA 34.5% 28.4% 34.7% 28.6% 30.8%
Scratch 5.2% 20.4% 36.7% 28.6% 20.3%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%
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